
陸 上 競 技
広島県立安芸高等学校
 指導教諭 三木 仁司

令和５年度次期国スポ候補選手等育成強化事業
中・高合同指導者研修会

スポーツの力 と デザイン力

ジュニア選手育成について



人の心を動かす

人生が学べる

夢がある 夢を持てる

人を育てる 人が育つ

人と人とを結びつける

スポーツ

情熱を傾けられる魅力がある
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Design
デザイン

誰かのために思考し
最適な形として表現

誰かの課題を解決する



自己紹介



昭和３９年生まれ
東広島市立志和中学校 野球部・陸上競技大会出場・駅伝大会出場
広島県立賀茂高等学校 陸上競技部（ハンマー投） ▼全国大会出場経験なし
日本体育大学 陸上競技部（槍投） ▼全国大会出場経験なし

昭和６２年 （財）広島県教育事業団 指導員 〔１年〕

昭和６３年 広島県立瀬戸田高等学校 教諭 〔３年〕

平成 ３年 広島県立安芸南高等学校 教諭 〔４年〕

平成 ７年 ひろしま国体局競技式典課 式典係 主任主事 〔１年９ヵ月〕

平成 ９年 広島県立高陽高等学校 教諭 〔６年３ヵ月〕

平成１５年 生涯学習部スポーツ健康課 競技スポーツ係 指導主事 〔１年〕

平成１６年 広島県立安芸高等学校 教諭 〔１４年〕

平成30年 広島県立安芸高等学校 指導教諭 〔６年目〕

履歴



中国大会には出場

全国大会出場経験なし

２０代 中国大会出場

３０代 全国大会出場

４０代 全国大会入賞・インターハイ入賞・国体優勝

５０代 全国大会入賞・インターハイ準優勝・全国選抜優勝

▼インターハイ優勝はない

競技歴

指導歴



指導歴 【２０代・３０代】

国民体育大会 全国大会

男　　子 女　　子 計 男　子 女　子 計 出場種目・成績 出場種目・成績

1988 Ｓ63 瀬戸田 0 0 １年目

1989 Ｈ1 瀬戸田 0 0 ２年目

1990 Ｈ2 瀬戸田 ４×１００ｍＲ 1 0 ３年目

1991 Ｈ3 安芸南 棒高跳 1 0 １年目

1992 Ｈ4 安芸南 ３０００ｍＳＣ　棒高跳 2 0 ２年目

1993 Ｈ5 安芸南 ハンマー投 砲丸投　槍投　砲丸投 3 0 ３年目

1994 Ｈ6 安芸南 ４００ｍ　ハンマー投 2 0 ４年目

1995 Ｈ7 ひろしま国体局 ４００ｍ　棒高跳　槍投 3 ４００ｍ 1 安芸南高

1996 Ｈ8 ひろしま国体局 0 0 の成績

1997 Ｈ9 高　 陽 砲丸投 1 0 １年目

1998 Ｈ10 高　 陽 0 0 ２年目

1999 Ｈ11 高　 陽 砲丸投 1 0 ３年目

４００ｍＨ　 ４×４００ｍＲ　 砲丸投 ジュニアオリンピック男子槍投６位入賞

砲丸投　円盤投 槍投 円盤投

２００ｍ　４×１００ｍＲ ４００ｍ　４００ｍＨ　円盤投 砲丸投

走高跳　混成８種 円盤投

砲丸投　円盤投　ハンマー投

８００ｍ　走高跳　混成８種 ４００ｍ　４×４００ｍＲ ８００ｍ　　　　　 砲丸投

砲丸投　円盤投（２名）　 砲丸投　円盤投（２名）　 円盤投

ハンマー投（３名）　槍投　

県教育委員会 110ｍＨ(１年)　走高跳　(１年) ４００ｍ　４×４００ｍＲ 砲丸投　槍投 ４００ｍ　 少年男子Ｂ走高跳４位入賞（１年） ジュニアオリンピック男子走高跳４位入賞 高陽高

生涯学習部 砲丸投　円盤投（２名）　 砲丸投　円盤投 円盤投（２名） 砲丸投 （１年） の成績

スポーツ健康課　 ハンマー投（２名）　槍投

2003 Ｈ15 12 6

2002 Ｈ14 高　 陽 15 3 ６年目

2001 Ｈ13 高　 陽 10 2 ５年目

インターハイ出場種目（決勝成績）
備　考

2000 Ｈ12 高　 陽 5 2 ４年目

三木仁司　陸上競技　指導歴　１

西暦 年度 所　属
中国大会出場種目



指導歴 【40代】

国民体育大会 全国大会

男　　子 女　　子 計 男　子 女　子 計 出場種目・成績 出場種目・成績

2004 Ｈ16 安　芸 0 0 １年目

2005 Ｈ17 安　芸 0 0 ２年目

2006 Ｈ18 安　芸 ハンマー投 1 0 ３年目

ハンマー投 ハンマー投 少年男子Ａ砲丸投１９位 日本ユース大会男子砲丸投９位

砲丸投 砲丸投

ハンマー投 砲丸投 砲丸投決勝９位 1 少年男子Ａ砲丸投１０位 日本ジュニア大会男子砲丸投10位

円盤投（２名） 円盤投 日本ユース女子円盤投13位

砲丸投　 日本ユース女子ハンマー投出場

三段跳 砲丸投　 三段跳　 砲丸投　 少年男子Ａハンマー投１９位 日本ジュニア大会女子ハンマー投１８位

ハンマー投（２名） 円盤投 ハンマー投 円盤投 少年女子Ａハンマー投７位入賞

円盤投 円盤投

槍投 槍投 円盤投決勝１２位 砲丸投 2 少年男子Ａ円盤投７位入賞 日本ジュニア男子円盤投１６位

円盤投 砲丸投 少年女子Ａハンマー投９位 日本ユース女子ハンマー投５位入賞

槍投 砲丸投（３名） 槍投 1 ★少年女子Ａハンマー投優勝 日本ジュニア女子ハンマー投４位入賞

ハンマー投 日本ユース女子砲丸投１５位

三段跳 砲丸投（３名） ハンマー投 砲丸投（２名） 少年男子A槍投１３位 日本ジュニア男子槍投１１位

ハンマー投（２名） 円盤投（２名） 槍投５位入賞 日本ユース女子砲丸投１４位

槍投 槍投 日本ユース女子円盤投１２位

日本ユース女子ハンマー投１１位

ハンマー投 走高跳 砲丸投 少年女子Aハンマー投１０位 全国高校選抜女子ハンマー投決勝１２位

混成七種競技 円盤投 全国高校選抜女子ハンマー投出場

砲丸投（３名） 全国高校選抜混成七種競技１８位

円盤投（２名）

槍投（２名）

西暦 年度 所　属
中国大会出場種目 インターハイ出場種目（決勝成績）

備　考

2013 Ｈ25 安　芸 10 2 １０年目

2012 Ｈ24 安　芸 10 4 ９年目

2010 Ｈ22 安　芸 4 ７年目

2011 Ｈ23 安　芸 5 ８年目

2009 Ｈ21 安　芸 6 5 ６年目

４年目

2008 Ｈ20 安　芸 6 ５年目

2007 Ｈ19 安　芸 2 2

三木仁司　陸上競技　指導歴　２



指導歴 【50代】

国民体育大会 全国大会

男　　子 女　　子 計 男　子 女　子 計 出場種目・成績 出場種目・成績

砲丸投 １００ｍＨ ハンマー投 ４００ｍＨ 全国高校選抜女子ハンマー投

円盤投 ４００ｍＨ 円盤投 全国高校選抜混成七種競技１４位

ハンマー投 混成七種競技 日本ユース４００ｍＨ出場

砲丸投 日本ユース女子ハンマー投５位入賞

円盤投

槍投

砲丸投 ４００ｍＨ 砲丸投 混成七種競技決勝１２位 少年女子Ａハンマー投４位入賞 全国高校選抜混成七種競技７位入賞

混成七種競技 砲丸投 全国高校選抜女子ハンマー投７位入賞

砲丸投(２名） 円盤投（２名） 全国高校選抜女子ハンマー投出場

円盤投（２名） 日本ジュニア女子ハンマー投１０位

槍投 日本ユース女子ハンマー投８位入賞

日本ユース女子円盤投９位

砲丸投(２名） 砲丸投 全国高校選抜女子ハンマー投出場

円盤投 円盤投

砲丸投 砲丸投 全国高校選抜女子ハンマー投６位入賞

円盤投 円盤投 U1８日本選手権女子ハンマー投４位入賞

ハンマー投 ハンマー投

走高跳 砲丸投 砲丸投 少年女子共通円盤投１６位 U1８日本選手権女子ハンマー投 指導教諭

円盤投 円盤投決勝１７位 １年目

ハンマー投（２名） ハンマー投（２名）６位入賞

円盤投 円盤投 ★全国高校選抜女子ハンマー投優勝 指導教諭

ハンマー投（２名） ハンマー投準優勝 U20日本選手権女子ハンマー投４位入賞 ２年目

指導教諭

３年目

砲丸投（２名） ハンマー投 指導教諭

円盤投（２名） ４年目

ハンマー投

槍投

ハンマー投 砲丸投（２名） ハンマー投 ハンマー投 U１８陸上競技大会男子ハンマー投 指導教諭

槍投 円盤投 ５年目

ハンマー投（２名）

槍投

ハンマー投 ハンマー投 ハンマー投 ハンマー投 指導教諭

槍投 ６年目
2023 Ｒ5 安　芸 3 2

三木仁司　陸上競技　指導歴　３

西暦 年度 所　属
中国大会出場種目 インターハイ出場種目（決勝成績）

備　考

2020 Ｒ2 安　芸

2021 Ｒ3 安　芸 6 1

2018 Ｈ30 安　芸 5 4

2019 Ｒ1 安　芸 3 2

2017 Ｈ29 安　芸 3 3 １４年目

2016 Ｈ28 安　芸 3 2 １３年目

2015 Ｈ27 安　芸 8 4 １２年目

2014 Ｈ26 安　芸 9 3 １１年目

2022 Ｒ4 安　芸 8 2



■ 原理原則
原理は普遍的な法則（元々ある・人間が見つけるもの）
原則は共通のきまり（状況による・人間が決めるもの）
● 原理を知る・追及する
● 原則を創る・見直す

■ 理念・信念・執念
理念は基本的な考え方（知識・合理性・客観性）
信念は思い（信じる心・進める力・勇気・覚悟）
執念は向かっていく姿勢（変わっていく自分を信じる原動力）
● 学ばないと理念はつくれない
● 経験しないと信念は持てない
● 執念がないと続かない

軸となるもの



■ 日本一
● 頂上でしか見れない景色がある（３６０°見渡せる）
● 平面的な広がりから空間的な世界へ！

こだわり

■ 活かす・伸ばす・創る
● あるものをいかす
● 目の前のものをのばす
● 自分でつくる

■ トップ アップ
指導者が常に向上心を持って進化していく
選手の主体性を促す 本気にさせる 覚悟を持たせる
● 気付かせる
● 見守る
● きっかけを掴ませる



安芸高



生き生きとした
学校

荒れた
学校

教育効果高い

教育効果低い

緩やかな
指導

厳しい
指導

学校の状態



体育大会 ＡＫＩパフォーマンス



お節介

レジリエンス

生徒指導規程

【節介】  節操を堅く守り世俗に流されない
【節操】 人としての正しい道

周りに流されず人としての正しい道を守る

経験を積むことで人として成長

集団の力を利用し、自己意識を育てる

安芸高らしい教育



授業・生徒指導・年次経営
 行事・保護者対応・・・

学校づくり

陸上競技部

日本一

～分母を増やす～

思い

成長

実現

安芸高だからこそ



安芸陸



■ 小さなチーム
■ 軸のあるチーム
■ 結果を出すチーム

陸上競技を通して人間育成 ～自分を変える～

令和３年 凛と咲く
令和４年 颯爽と舞う
令和５年 大樹

日本一！

理念

目標

テーマ

特徴 資料❶



■ ２０年間で５７名の部員

■ 全国大会出場２６名（４６％）

■ 全国大会入賞 ９名（１７回）

■ 全国大会優勝 ２名（ ２回）

■ インターハイ出場２３名（４０％）

■ インターハイ入賞 ３名（ ３回）

■ １６回連続インターハイ出場

競技成績
資料❷❸❹



■ 場の設定 〔グラウンド・トレーニングルーム〕
■ 物品整備・施設整備
■ 陸上競技部通信 大樹
■ 投擲教室 〔広島市陸上競技協会〕
■ 合同練習
■ 体験クラブ
■ 勧誘パワーポイント
■ 年間活動計画 〔期分け〕
■ 活動計画 〔春・夏・秋・冬〕
■ 安芸陸ボード
■ おにぎり
■ 安芸陸日記
■ 練習日誌
■ 昼ミーティング
■ 練習メニュー 〔食前酒・前菜・主食・副菜・デザート〕
■ 目標設定シート・目標達成用紙
■ 目標掲げる 〔トレーニングルーム壁紙・安芸陸日記〕
■ 大会目標設定
■ 大会行動計画 〔個人・総括〕
■ 大会整理用紙 

etc.

仕組み（アプリ）





ジュニア選手



未 来

根は心

土は家庭

幹は生活

枝は様々な活動

葉は成果

花は結果

人として

生徒として

選手として

ジュニア選手



負けに不思議の負けなし 負けが勝ちを生む
必ず負けを経験する 負けから学ぶ
いかに負けるか 準備はそのためでもある

負け

勝ち
勝ちに不思議の勝ちあり 勝ちが負けを生む
負けがあってこその勝ちには価値がある
負けの意味を知る者の勝ちには価値がある

結果
結果そのものより結果の捉え方
次の勝負・成長・生き方・・・

勝 負



永 遠

体

技

心

その日 その時

作戦
戦術
戦略
生活
練習

人生

準備

勝
負

自分

成 長



指導者



ＣＯＡＣＨ 語源：自家用四輪馬車（ハンガリー北部コークス村）

馬車の役割はその人が望む
場所地まで送り届けること

個人や組織の目標達成
をサポートする存在

一人一人の目標は異なる 状況や状態などによっても変わる
常に確認し主体性を促す （日誌・面談・ミーティング・・）

コーチ



未 来

ＨＲ運営
教科指導
部活動
生徒指導
校務分掌
保護者対応

etc.

根は心

土は家庭

幹は生活

枝は様々な仕事

葉は成果

花は結果

学校

生徒
人生

情熱が栄養素

指導者人生 （教員の場合）



熱い情熱を持ち

情熱によって人を育て

情熱によって支えられる

豊かな人生

情 熱



投 擲



ハンマー投 円盤投

槍投 砲丸投



■ 投擲とは、手を使って物を遠くへ投げること
■ 投擲競技とは、物をより遠くに投げてその距離を競う競技
■ 飛距離を決める最大の要因は初速度
■ 投擲物が手から離れるまでにどれだけ加速させるか、高い速度を

持たせるか、が飛距離を決める
■ つまり、身体の末端（投擲物を持つ手）のスピードをいかに高めるか、

が重要なポイントとなる
■ 身体の中心部で生み出した大きなエネルギーを末端に転移させる

ことで投擲物をより加速させることができる
■ 反対の末端（足）は動かない地面に大きな力をかけることで中心部

のエネルギーは増大する
■ 末端（足）から末端（手）の間にある各関節の作用を導き出して投擲

物にエネルギーを伝えることが飛距離を高めるコツとなる 

● 取り組むことが多い
● 後天的な要素が重要
● 教育効果が高い

原 理



My Coaching Design



■ 目的
理念・指針・方向性
何のためにやるのか？ 何を目指すのか？ 明確に示す

■ 目標
有形（順位・大会・・） 無形（精神面・雰囲気・・）
どうなりたいのか？ 何をしたいのか？ 確認し設定する
※時期・状態・状況などにより見直しも必要
※指導者の目標とチームの目標を調整

■ テーマ
目指す姿のイメージ化
時期・状態・状況などによる意識づけ モチベーション
今日何をするのか？ 今日どうなるのか？ 整理する

示す・掲げる

設定・管理

選手個人の〔目的・目標・テーマ〕を設定させる 管理する
※ 最も重要な取り組み 関わり方
※ 出力と入力

資料❺❻



目的・目標達成の整理シート 練習日記



■ 長期
計画を立てる（○年計画・生徒の３年間・・・） 戦略を練る

■ 期分け
一年間の地図 時期の意味付け

時期に応じたトレーニング計画

■ 活動計画
学校教育活動との関連性
試合に向けた計画を立てる 戦術を考える

■ メニュー
１日のトレーニング内容
バランスの良い食事

■ 試合行動計画
試合時の行動を決める 作戦を立てる
実現に向け、予定通りの行動

時 間
資料❼❽❾➓



曜 行事等 活動時間 場所 曜 行事等 活動時間 場所 曜 行事等 活動時間 場所 曜 行事等 活動時間 場所

1 水
卒業式
送別会 １２：３０～１５：００ 安芸高 土 強化練習 　９：００～１３：3０ 安芸高 月 Rest 木 遠足 Rest 1

2 木 期末試験二日目 各自の計画 日 強化練習 　９：００～１３：3０ 安芸高 火 １６：００～１８：００ 安芸高 金 １６：００～１８：００ 安芸高 2

3 金 期末試験三日目 各自の計画 月
辞令交付
諸会議

Reｓｔ 水 憲法記念日 　９：００～１３：３０ 安芸高 土 　９：００～１３：３０ 安芸高 3

4 土 各自の計画 火
職員研修会
諸会議

　９：００～１３：3０ 安芸高 木 みどりの日 Rest 日 Rest 4

5 日 各自の計画 水 諸会議 　９：００～１３：3０ 安芸高 金 子どもの日 　９：００～１３：３０ 安芸高 月 １６：００～１８：００ 安芸高 5

6 月 期末試験四日目 各自の計画 木 始業式・課題テスト Rest 土 地区総体 大会日程 スタジアム 火 １６：００～１８：００ 安芸高 6

7 火 期末試験五日目 １３：３０～１７：００ 安芸高 金 進路マップ １６：００～１８：００ 安芸高 日 地区総体 大会日程 スタジアム 水 １６：４５～１８：００ 安芸高 7

8 水 １６：５０～１８：００ 安芸高 土
❶投擲記録会
❶県高校生競技会

記録会日程
競技会日程

西農高
東広島 月 地区総体 大会日程 スタジアム 木 Rest 8

9 木 生徒朝会 Rest 日 Rest 火 Rest 金 １６：００～１８：００ 安芸高 9

10 金 １６：００～１８：００ 安芸高 月 桜研修～大人編～ １５：３０～１８：００ 安芸高 水 生徒総会 １６：４５～１８：００ 安芸高 土 　９：００～１３：３０ 安芸高 10

11 土 　９：００～１３：３０ 安芸高 火 桜研修～大人編～ １５：３０～１８：００ 安芸高 木 １６：００～１８：００ 安芸高 日 Rest 11

12 日 Rest 水 １６：３０～１８：００ 安芸高 金 Rest 月 １６：００～１８：００ 安芸高 12

13 月 １６：００～１８：００ 安芸高 木 Rest 土 ＰＴＡ総会 １６：００～１８：００ 安芸高 火 １６：００～１８：００ 安芸高 13

14 火
地区委員会
地区総会

１６：００～１８：００ 安芸高 金 １５：３０～１８：００ 安芸高 日 　９：００～１３：３０ 安芸高 水 Rest 14

15 水 １６：４５～１８：００ 安芸高 土 国体強化記録会 　９：００～１３：3０ 安芸高 月 １６：００～１８：００ 安芸高 木 岡山移動 遠征日程 岡山 15

16 木 Rest 日 国体強化記録会 Rest 火 生徒朝会 Rest 金
安芸高祭

中国大会
大会日程 岡山 16

17 金 １６：００～１８：００ 安芸高 月 １６：００～１８：００ 安芸高 水 試験発表 １６：４５～１８：００ 安芸高 土
安芸高祭

中国大会 大会日程
岡山 17

18 土 　９：００～１３：3０ 安芸高 火 県総会 １６：００～１８：００ 安芸高 木 臨時休業 　９：００～１３：3０ 安芸高 日 中国大会 大会日程 岡山 18

19 日 Rest 水 １６：４５～１８：００ 安芸高 金 代休日（5/13） 　９：００～１３：3０ 安芸高 月 代休日（6/17） Rest 19

20 月
終業式
単位認定会議

１３：３０～１７：００ 安芸高 木 地区総体申込〆切 Rest 土 Rest 火 １６：００～１９：３０ 安芸高 20

21 火
春分の日
投擲記録会

記録会日程 西農高 金
新体力テスト
身体測定

１６：００～１８：００ 安芸高 日 　９：００～１３：3０ 安芸高 水 １６：００～１９：３０ 安芸高 21

22 水 Rest 土 ❷投擲記録会 記録会日程 西農高 月 臨時休業 １６：００～１８：００ 安芸高 木
インターハイ申込
生徒朝会

Rest 22

23 木 　９：００～１３：3０ 安芸高 日 Rest 火 Rest 金 １６：００～１９：３０ 安芸高 23

24 金 　９：００～１３：3０ 安芸高 月 １６：００～１８：００ 安芸高 水 中間試験 １３：３０～１７：００ 安芸高 土 県選手権 大会日程 スタジアム 24

25 土 Rest 火 地区委員会 １６：００～１８：００ 安芸高 木 中間試験 １３：３０～１６：００ 安芸高 日 県選手権 大会日程 スタジアム 25

26 日 　　中国合宿（岡山） 合宿日程 岡山 水 １６：４５～１８：００ 安芸高 金 中間試験 Rest 月 試験発表 Rest 26

27 月 　　退・離任式 合宿日程 岡山 木 生徒朝会 Rest 土 　９：００～１２：３０ 安芸高 火 各自の計画 27

28 火 合宿日程 岡山 金 １６：００～１８：００ 安芸高 日 県総体 大会日程 エディオン 水 各自の計画 28

29 水 Rest 土
昭和の日
織田記念

　９：００～１３：３０ 安芸高 月 県総体 大会日程 エディオン 木 各自の計画 29

30 木 強化練習 　９：００～１３：3０ 安芸高 日 １６：００～１９：３０ 安芸高 火 県総体 大会日程 エディオン 金 各自の計画 30

31 金 強化練習 　９：００～１３：3０ 安芸高 水 １６：４５～１８：００ 安芸高 31

広島県立安芸高等学校陸上競技部

2023年春季活動計画 ※再々改訂版
2023.5.12

大樹
日

３月 ４月 ５月 ６月
日

～北の大地に聳え立つ～

面

談

週

間

練習メニュー活動計画



■ トレーニング場所の設定
目的に応じた配置
効率性高める
すぐ出来る 何度でも出来る

■ 安全面
危険予測 危険性の排除

１００％の安全

■ 足元
試合時同様のサーフェイス
大会会場のサークルは結果を左右する
大会当日朝のサークル確認で確信を得る

■ 控所
試合における重要な条件づくり
大会会場の控所は結果を左右する

場



投擲サークル 投擲ネット 槍投ピット

トレーニングルーム サーキット場 安全ネット



■ 技の習得
動いた感覚を言葉で表現 脳内で動きを誘導させる
言葉で他にも伝えることができる 共感 他が評価・応用
他からの言葉を自己の経験として組み入れることが出来る
言葉のやり取りを通して動きを進化させる

■ 自己客観視
自分で表現した言葉で自分と向き合うことが出来る
自分で自分を評価 主体性につなげる

■ 相互理解
選手と指導者は言葉でつながる 言葉の魅力

言 葉

人間は、
言葉で思考し、表現することが出来る動物
経験を言葉に出来る動物

資料⓫⓬



練習日誌



■ 情報
失敗には原因がある
失敗を分析することで多くの情報を得る

■ 経験
失敗が次の準備を変える
失敗の質を変えていくことが進化

■ 向上心
失敗が次への挑戦意欲を高める
諦めない限りチャンスはある
勝ちの中の失敗から学ぶ者が勝ち続ける

失 敗

挑戦すれば必ず失敗する
失敗の意味付けで成功の意味が変わる

資料⓭



陸上競技部通信



つながる

■ 投擲教室
広島市陸上競技協会による練習会（１１月～３月 ８回実施）
今年で１９年目（安芸高校赴任２年目から始める）
投擲種目の普及と強化が目的
主に中学生・高校生を対象とする
投擲を志す者を増やす役割
中高連携の場

■ 体験クラブ
安芸高校陸上競技部による体験会（１１月初旬）
安芸陸の活動を広く中学生に紹介することが目的
入学・入部した殆どの者が体験

■ 合同練習・合同合宿
県内外の高校・大学に出向いて経験を積む（外食）
県内外の学校が来校し、体験してもらいながら切磋琢磨
投擲（砲丸投）を志す中学生への指導（中高連携）



投擲教室 合同練習



鍛える

■ 体
人類<二足動物<四足動物<爬虫類<魚類
股関節・肩甲骨・体幹へのアプローチ

■ 技
骨を動かす 心地良い動きを求める
脳で動きをつくる
整理整頓

■ 心
脳へのアプローチ
仕組み（アプリ）
「無意識」をコントロール

体

技

心

自分

資料⓮





これから



可能性

科学の可能性
● 原理の追及には必要
● 隠れている原理が解き明かされる（推しは脳科学）
● 原則の方向性が広がる
● 原則のつくり方が変わる
▼ 扱い方によっては原則を歪めてしまう

ICT・AIの可能性
● 原理・原則を強化する重要なデータとなる
● 分析し、活用するのは人間
● スポーツの幅が広がる
● 競技の在り方が変わる
▼ 今後の進化や扱い方によってはのみ込まれてしまう



私達がジュニア選手を育てる意味は？

▼ 競技力向上が目的？
▼ 競技力向上の指導だけならAIでも出来る

選手育成

● 競技力向上は掲げる目標であり手段
● 競技を通して人間育成

■ スポーツの力で選手の人生デザインをサポート
■ スポーツの力で指導者自身の人生をデザイン

スポーツの力 と デザイン力



前途多難
人生の選択は自分で選べないことも多い
困難と感じることも多々ある
その時こそ成長の機会

情熱
成長のための出会いやきっかけはどこにでもある
情熱があればそれに気付くことができる そこから築く
情熱によって支えられる人生は楽しい

発展途上
「これでよし」はない 常に発展途上
一生かかってもできない
挑戦し続ける 後は次の世代に渡す

人 生

全てのことは必然でベスト



これからも頑張りましょう！！

ご清聴ありがとうございました。

スポーツ指導者としての人生は楽しい！


